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I。 ま えが き

中国のオルドス高原の南部に分布している毛鳥素

沙漠 係勺400万 ha)は ,古来モンゴル民族の豊かな

牧畜・草原地帯を形成 していたが,1950年代以来 ,

主に人為的要因によって砂漢化が急進した地域であ

る。本砂漠は,他の砂漠地に比べて,砂丘高が 10～

30 nlと あまり急峻でなくしかも地下水源に恵まれて

いるので,現在中国における砂漠緑化と農業開発の

可能性を有するよ也域として高く評価されている。

本地域の原住民は主に蒙古族であり,本来遊牧民

族であった。現在は,政府の定住化政策によって 1

戸当り200～ 300 ha程度の土地を有し,牧畜業を中

心にして雑穀類の栽培を行っているが,年収入は中

国全土の水準からみてかなり低く,経営も不安定で

ある。この対策として,牧畜安定のための計画的経

営,安定した収入が得あれるような多目的経営 (果

樹,野菜,養鶏等)の導入等が模索されている。

砂漠化の進行を防止して,豊かな牧農業地帯を再

生するには, まず樹林帯の造成による流砂固定を図

る必要がある。牧農地においては,地下水の効率的

な利用方式,営農方式等を確立すると同時に,一牧

農家当りの土地利用形態を明確にして, 自然エネル

ギを活用した牧農業社会の将来像を策定する必要が

ある。すなわち,将来の牧農業社会を想定して牧農

民のモデルになるモデルファーム (モデル牧農場)

を計画・建設し,砂漠化防止の実証的研究を展開す

る必要があるの~牧農家を想定したモデル牧農場は
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牧農業社会構成の要素になるものである。モデル牧

農場は堆砂・防風林地,草地,畑地,樹園地,居住

地等を内包し,100 hi程度の生産規模が標準と考え

いれる。

本研究では,従来の日中共同研究『中国の乾燥地

における砂漠化の機構解明と動態解析』で得られた

研究成果
1)2)を
利用して,毛鳥素沙漠にモデル牧

農場を計画・設計・建設する。さらに,モ デル牧農

場を一つの基準として,牧農家の生産基盤と経営基

盤を確立すると同時に,本地区の牧農家→牧農集落
→牧農業社会における将来像と,砂漠化との関連性

を考慮した長期的予測を行い,砂漠化が進行しない

ような牧農業社会形成について,い くつかの提言を

試みるものである。

ここでは, まず毛鳥素沙地研究センター (研究セ

ンター)を 内包する図克蘇木地域の基本概況につい

て説明する。つぎに,1990～ 1991年の間,研究セン

ターの一角に建設されたモデル牧農場を中心にし

て,その生産基盤・経営基盤と今後の役害l等に関し

二,三検討してみた。

Ⅱ.図 克蘇木の基本概況

1.位  置
1982年,内蒙古自治区政府は,砂漠化防止の研究

機関として本研究センターを毛鳥素沙漠のほぼ中′とヽ

部に設置した。研究センターは約 8400 haの 試験地

を有するが,流砂地の割合は当初65%以 上を示 し

た。

研究センターの所在地である伊克昭盟鳥審旗図克

蘇木地方の基本概況について説明する。図-1は ,図

克蘇木の南部であり全面積の約 1/2を示す。ここ

で,蘇木は漢族地区の郷という行政単位である。
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図…1 毛烏素沙地研究センター園場とその周辺域の牧農家圃場の分布 (1991年現在)

2 気象概況
図克蘇木の鳥審召気象観測所における20年平均の

気候値によれば本地区は次の特性がある
1)。
①年平

均風速は35m/sで主に北～北西の風が強く,年蒸

発量は約 2,200 mnlで厳しい乾燥条件を示すが,年

降水量は350 mnl程度で夏期に雨が多い。②月平均

気温は7月 が21.8℃ , 1月 が-11.4℃ で年温度較差

が大きく, 年日照時数は約 3,000時 間になる。

3.人 口と牧農業
まず,総人口は 3,962人 で世帯数は 1,001戸。一

戸あたりの人口は3.96人である。そのうち,蒙古族

が 3,318人で,総人口の83.7%を 占め,漢族 643

人,16.3%と なっている。男女の比率は男50.5%,

女49.5%で男性の数がわずかに多い。

この地区は牧畜業を中心とし雑穀の栽培を行う牧

農業経済地区である。しかし,年収入は極めて低 く

経営も不安定であるので,1980年 代の後半から,自

治区政府により多目的経営が奨励され始めた。

4.面積と畜産
図克蘇木の総面積は 109,580 haで ,一戸当りの

土地面積は 109.5 ha,一 人当 り27.7 haで ある。

1981年の l ha当 りの生産高は 5.3元 (1元≒25円 )

であった。小家畜 (羊 ,山羊など)の数は76,384頭

で,大家畜 (牛 ,馬 , ラクダなど)の数は 4,826頭

である。
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5.経営状態
本地域におけるこの10年間の平均年純収入は 650

元/人程度である。収入は, まだ不安定であるもの

の増加の傾向にある。ちなみに,1981年が211元/
人,1989年 が840元/人 ,1990年が640元/人であっ

た。多目的経営によって,畜産業は大きく推進さ

れ,牧 畜業が経済全体に占める割合は,1960年
62.5%, 1970年 73.7%, 1979年 91.7%と , この30年

間に大きく伸びている。「林業と,牧業を核として,

多目的経営を営む」という方針の指導の下で,多 目

的経営は迅速に進められている。

6.牧農家の生産基盤と経営基盤
B氏の一家は 5人家族で,労働力は 2人である。

1983年 に羊を146頭 ,牛 3頭の飼育と 124.2 haの 土

地を請け負ったのである。請け負った土地のうち,

灘地車場 (砂丘間の草地)は ,26.7 ha,利 用でき

る砂地草地は40 haで あり,他は全部流動砂地であ

って,利用面積は53.7%に しかならず,家畜 1頭当

りの草地面積は0.453 haで あった。

この年に貸付金,1,800元 を借 りて,草地を全部

有刺鉄線で囲んだ。草地の自然保護と人工による草

地化は同時に実施されてきた。1987年 まで,高木を

4,353本植え,かん木を8.3 ha造 り, さらに優良牧

草を6.7 ha播種 した。ヨモギの種子を 8.3 haま き,

流砂地の40.8 haを 効果的に治砂した。また,ビニ

ル管の井戸を 1本掘り,デ イーゼルエンジンで動力

Jour. 」S:DRE Feb.1993



ロローーー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ｉ‐・ｉ‐ｉ‐ｉ‐・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日１１１１１・・・・‥‥‥‥‥』‥‥‥‥‥‥‥‥‥‐‐‐‐‐ぃ――――‥――――――‥―――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

報文・中国の毛烏素沙漠における牧農業社会とモデル牧農場の役害」

表-1 モデル牧農家の生産基盤

A
B

C
D
E

F

G
H
I

J

K

を供給し,l haを潅lllした。ここで, トウモロコシ

を0.48 ha栽 培 した結果,6.7a(1畝 =1/15 ha),
当 りの生産量が 312 kg,総 収穫量は 2,250 kgに 達

した。他にキビ550 kg,ジ ャガイモ 2,000 kg, トウ

モロコシのサイロ 11,000 kg,刈 った牧卓と集めた

茎葉は7,500 kgの収穫があった。

よって1987年 の一家の年間総収入は16,155元 に達

したのこのうち牧畜業による収入は12,050元 であ

り,他の多角経営による収入は 4,105元 で,総収入
の254%を 占めたc一人当りの収入は1983年の 360

元から3,231元 にまでと, この 5年間で 9倍あまり

に上昇し,生活もより豊かになった。
1991年においては,表-1と 表-2に示すように,牧

畜収入3,755.8元 ,農業収入1,768元,林業収入320

元,総収入6,443.8元 を示 し,一 人当 り純収入は
1,008元 と,1987年 より減少した。また,年間の収穫

茎葉量は 6,000 kgに なった。

表-1と 表-2に は,1991年 に調査したモデル牧農

民 (A～ L)の生産基盤と経営基盤の状況を示して
いる。モデル牧農民の同場は,流砂地を含む砂丘問
低地に分布しているが,1983～ 1991年 の間に緑化に

成功し,半数が50%以内の流砂面積を示す (表 -1,

図…1参照)。

IH.モ デル ファームの生産基盤 と
経営基盤

1 生産基盤の特性
周辺の自然環境特性 (気象,流砂, 自然植生,地
下水源等)と 社会環境特性等 (営農・生産の規模と

経営,流通機構等)を考慮して,1991年 ,研究セン

ター圃場 (8,400 ha)の 一角にモデルファームが新

設された (図 -2参照)。 牧農家が所有する牧農場に

ついて,土地利用の形態 (治砂・防風林地,草地 ,
樹園地,居住地等)と 構造 (各地目の面積と配置 ,
井戸および用水路の配置と機能等)を 詳細に検討

し,生産基盤を決定したDモデルファームの生産規

模は 66 2ha程 度であり,農業 (ハ クサイ, トウモ
ロコシ,牧草の栽培 と緑化植物の育苗等)と 畜産

(羊,豚,鶏 ,ウ サギ)経営が中′と、になった。農業
は潅漑農地 (図 -2の I区 とH区 )で行い,畜産の

場合,豚,鶏,ウ サギは畜舎 (潅漑農地と防護林の

一元 =25円
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書
土
惜書
砂
惜|∫鑑1呼肇1綿積累級η夢番

(ha)|_(hal L rtaと__L14LJ__坐⊇__
166 7 90 0 1  60 3 1  4000

124 2 1  97 0 53 3 1   55 0 1   6000

108 0 1   86 6 28 4 1  32 8 1   3000

133 3 1  96 8 83.5 1   86 2 1  10000

80 0 1  46 5 34 3 1   73 8 1   5000

78 0 1  70 9 34 7 1  48 9 1  12000

8331 942 42 5 1  45 1 1  4100

166711331 40 7 1   30 6 1   4500

127 7 1  45 2 24 2 1   53 5 1   5000

61 5 1  43 4 28 1 1  64 8 1  7500

墨差
106 7 1  90 7 38 5 1  42 4

表-2 モデル牧農家の経営基盤 (1991年 )

名前

家族
数
(人 )

畜
入
＞一死

牧
収
＜

畜
出
＞一九

牧
支
＜

業
入
＞一九

農
収
＜

業
出
＞一九

晨
支
＜

業
人
＞一九

林
収
＜

業
出
＞一死

林
支
＜

その他
収 入
(元 )

総 収

(元 )

人 総 支 出

(元 )

入

(元 )

,

の純収入
(元 )

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

3600 00

3755 80

4160.00

4394 60

2295 00

2036 50

2975.00

3665 00

2653 00

3028.50

2950 00

2310.00

1400 00

650 00

1475.00

1700 00

1350 00

1400 00

1410 00

1500.00

950 00

1600 00

900 00

900 00

789.00

1768 00

1129 50

2070.00

2545 00

2967 50

1865.00

1541.50

2028.00

2369.00

1635 00

1097 50

1500 00

320 00

370 00

450.00

315 00

480.00

250 00

225.00

270 00

505 00

500 00

25.00

280.00

1400.00

600 00

4300 00

965 00

1600 00

1010.00

930.00

2000.00

1680 00

1320 00

2120 00

880.00

7289 00

6443.80

9959 50

7879.60

6755.00

6494 00

6020 00

7431 50

6631.00

7222 50

6705.00

4787 50

1805.00

1405 00

1725.00

2179 00

1739 10

1868 00

1942.00

1756.00

1376 00

2444.00

1384 50

1210 00

5484 00

5038 80

8234 50

5700 60

5015.90

4626 00

4078.00

5675 50

5255 00

4778 50

5320.50

3577.50

1096.80

1007.76

1176 36

1140 12

1253 98

2313.00

1019.50

1135.10

750 71

2389 25

1064.10

715.50

合計 37823.40 15235.00 2 805 00 5293.60 5185.00 305 00 18805.00 83618.40 20833 60 62784.80 15062.18

平均 3151 95 1269.58 817.08 471.36 1567.08 6968 20 1736.13 5232 07 1255.18
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表-3 モデルファーノ、における畜産経営の実績表(1991年 )

支 出 1 糸屯‖又入
(元)|(元 )

3菟6五丁 375086
l家

鶏

一　

一

一
　

一

図-2 毛鳥素沙地研究センターにおけるモデルファーム

(モデルファームはスクリーン・ トーン域になる)

間)で,羊はフェンスで囲まれた草地で飼育 した。

2.生 産基盤建設の概要
モデルファームの建設は,①土地造成→②水源。

圃場の設営→③堆砂・防風林地の造成→④居住地の

建設→⑤畑地の作物栽培・草地・畜産の導入→⑥機

械力の導入→⑦自然エネルギの導入,の順序が考え

られる。これらの建設の過程や順序は現地の諸条件

によって左右されることになろう。モデルファーム

6616 98

1156.00

合 言| 18180 58 里15.341_鯉

の建設は1990年 の後半から始めた。1990年 は農地造

成,水源,圃場の設営,防護林体系の整備,居住地

の整備などが実施された。

1991年 は潅漑圃場 (I区 とH区)に おいて,予備

的な作物栽培,草地の整備,畜産の導入が行われ

た。とくに畜産業においては,羊 150頭,鶏 130

羽,豚 8頭 ,ウ サギ20羽が導入された。

3.経営基盤の特性
経営基盤においては,農業経営,畜産経営,林業

経営,農林畜産物等の貯蔵,調整および手し製品等の

調整,製造,流通機構,市場の確立等が必要にな

る。

モデルファームでは,野菜類の消費地として製塩

(ア ルカリ)工場 (本研究センターか弓約 30 kmの

距離, 3工場で人口約1,500人 )と 石油開発セン

ター (約 3km,人口約 100人)が最寄りにある。ま

た,保存性の高い乳製品,羊毛,革,木材等は鳥審

旗 (約 60 km),東 勝市 (約 150 km)等へ流通機構

が整備されている。モデルファームの経営目標は,

農業,畜産業,林業等の多目的経営の確立にある。

ここで,1991年末の実績をベースにして,モデル

179羽 彿‖1肇瑞
だ笏

　
メ

　
ｌ
ｃ
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ー

　

．く
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　ヽ　　　　　　　　、

表 4̈ モデルファームにおける農業経営の実績表 (1991年 )

ぎ
｀
き
ミ
ヾ
〆祗

営経業農

積
＞
面
＜

生産量
(kg/ha)

総生産
(kg)

収 入
(元 )

出
＞一九

支
＜

純1又入
(元 )

墾lt ζlト
ウモロコシ

サイレンジトウモロコシ

ジャガイモ

野菜類 (ハ クサイ等 )
エビラハギ

沙打旺 (フ
/1sよにgα′

``s 
αdsπ ,``I`'夕

'S)
スーダングラス

楊 柴 (ルごySαγ
"“ "allgα

Jε″
“
)

ル 榛 (静ごvsαη
`'″

S`0'α力π″)

００

　

６０

２７

８０

４９

２７

２２

６‐

１‐

7650 0
7500 0
63750.0
22500 0
69000.0
11250 0
7500.0
21000.0
1050000 株
75000  ″末

7650
7500
38250
6000
108000
84200
2000
4620

646000'株

8000株

5455

750
1530
1800

12500

2526
600
277

6440
800

2662

1080
720
5600
500
350
250
2760
480

3543

450
1080

6900
2026
250
27

3680
320

12 36 32678 14402 18276
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表-5 モデル牧農民の経営予測 (6人家族)

林     業

幸長文・中国の毛鳥素沙漠における牧農業社会とモデル牧農場の役割

その他の1又人  440元   合 言| 7139元   一人当り 1190元

ファームで生産される収穫物の経営値を表-3,表 -4

に示す。これるの結果から,図克蘇木のモデル牧農

家の農林業経営と畜産業経営の予測を試みた。モデ

ル牧農民の家族当りの所得状態は, この経営予測に

よれば, 6人 家族の牧農家において一人当り1,190

元の所得が見込まれた。これは,従来の牧農家経営

に比べて 2倍以上のH/1得増になる (表 -5参照)。 な

お,林業は高木,かん木の枝葉を収穫 し,挿 し木

苗,建築資羽,燃料等として販売するのここでは,

研究センターでの実績から,l ha当 り収入 770元 ,

支出 231元,純収入 539元の統計値を用いた。

前述したように,図克蘇木のモデル牧農家では既

にモデルファームと同様な生産・経営を実施し,一

人当りの純収入が平均 1,200元 を示している。した

がって,表 -5の結果はモデル牧農家の実際的な予

測値と考えられよう。

4.モデルファームの保全管理
モデルファームが永続するには砂防・緑化保全 ,

水資源・土壌管理が十分行われる必要がある。モデ

ルファーム内の各国場において,気象,防砂・防風

機能,地下水源,植物の生育・収量等についてモニ

タリングを行い,モ デルファームにおける保全管理

方式を確立すると同時に,砂漠化防止への対策につ

いて検討を行う必要があろう。とくに,モ デルフ

ァームの保令管理においては,地下水源の賦存量 ,

水質汚染と水消費量,草地面積と家畜頭数のバラン

ス等を長期的視野で検討することが重要になろう。

IV。 今後の役割と課題

1.新農村計画とモデルファーム
モデルファームが建設されたが,本研究は端緒に

ついたばかりである。現在,モ デルファームの整

備,保全,管理体制等の確立に急務を要する。ここ

では,砂漠化との関連性を考慮した長期的視野で ,

牧農家→牧農業社会→総合ネL会における牧農家の生

産基盤と経営基盤の変遷,それに伴う研究センター

農土誌 61(2)

猾地養
llド '||

依水オキ
存洒「

図-3 毛鳥素沙漢における牧農村 i卜画と生産基盤の概念図

の役害」に関し,lllt念 口|を用いて考察してみた。

2.牧農村計画と生産基盤の確立
図-3は ,毛鳥素沙漠における||:会 の発展過程と

生産基盤の概念図を示す。モデル牧農家の生産基盤

のうち,防護林と卓地の一部は主として降雨依存型

になる。モデル計算やライシメータ試験等
2)で は

一部の防護林や牧車の多収穫栽培の場合,降雨だけ

では不十分で地下水の利用が必要になる。また,潅

漑農地,人間、家畜は地下水依存型になる。この場

合,地下水源の二次的塩類化対策として用排水系統

を分離する必要がある。牧農業たL会 においては,地

下水源の枯渇対策として地下水涵養地 (裸地),排

水対策として排水池 (塩湖)が必要とされる。総合

社会になると,塩湖で生産される塩類の化学産業 ,

本地域に豊富に埋蔵している石炭の関連産業,エ ネ

ルギ産業等の発達が推定される。生産基盤の生産性

を高めるためには,エネルギの積極的利用,肥料や

石炭灰 (二次的産業生成物)等の適用が考えられよ

う。本地域のエネルギ産業では,石炭への依存度が

極めて高いが,同時に自然エネルギを利用した分散

型エネルギ源の開発が提案されよう。

3.牧農村計画と経営基盤の確立
図-4は ,毛鳥素沙漠における社会の発展過程と

経営基盤の概念図を示す。この概念口|で は,流通機

構 (道路,市場等)は よく整備されたものと考え

た。経営基盤の確立はまず流通機構の整備が前提条

件であろう。
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社会の発展過程

ジュース カン詰め
製紙・製材 織物等

図-4 毛烏素沙漠における牧農村言[画 と経営基盤のIrl念 隊]

1983～ 1991年

農業土木学会誌 第61巻 第 2号

|'F究センター陣場

図-5 毛烏素沙地研究センターの役割

モデル牧農場の生産物は,短期保存物と長期保存

物に分けられる。短期保存物は,主 として,野菜

類,果樹類,乳 ,卵 ,肉類があげられ,市場が近傍

に分布していることが必要である。長期保存物は遠

方の市場へ送島れよう。牧農業社会ではモデル牧農

場における生産物の二次的製品化が必要になる。す

なわち,生産物の缶詰類,製材,製紙,革製品,毛

織物等があげ場れる。とくに東勝市のカシミアエ場

では,本地域で産出される原料が用いられる。

4 毛鳥素沙地研究センターの役割
図-5は ,今後における研究センターの役害」を概

念的に示す。1982年 (研究センター開設)～ 1990年

の間は,治砂,緑化,多 目的経営に関する基礎的な

開発技術の確立と,それらの技術の地域牧民への教

育・普及が中心であった。従来における本研究セン

ターの成果は大きく,治砂・緑化の場合,地域によ

って地表面緑化 (被覆)率が当初の15～ 20%か ら現

在の40～ 50%ま で増加した。

モデルファームの研究によって,砂漠化が進行し

ない保全管理技術のノウハウを集積することにな

る。これには,今後 5～ 10年にわたる研究期間が必

要になろう。さらに,本研究センターでは数年前か

ら牧農村作りが開始されている。本研究センターの

圃場 8,400 haは ,治砂と緑化の可能性の高い部分

から周辺牧農民に還元され,モ デル牧農民の育成が
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奨励されている。モデル牧農民の圃場は本モデル牧

農場の規模と機能が基準になる。

毛鳥素沙漠が牧農集落,牧農業社会,総合社会と

変遷 していく過程において,本研究センターは,今

後は牧農民の生産基盤 と経営基盤の砂漠化が進行 し

ないように,常 に監視する研究機関として組織作 り

され,砂漠化防止モニタリング・センターとして新

しい役割を担 うことが提案される。

最後に,モ デルファームは妙し洪林,基労,楊志忠 ,

和子傑の諸氏により建設され,保全管理されている。

ここで用いた中国語資料の翻訳は,鳥取大学の中国

人留学生の周建中と郭 LU文 (現在 日化エンジエアリ

ング)の両氏にお願い した。また本研究は1990年 度

トヨタ財団研究助成金で行われたものである。

ここに深 く謝意を表する。
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